第20回中小商工業全国交流・研究集会

中小商工業と地域の力で 幸せで公正な社会を
ＨＰ・メールニュース<№4>
2017年8月10日
「まちゼミ」の第一人者　松井洋一郎さんが講演！
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いま、全国に広がる「まちゼミ」。お客、店、地域がよくなる「三方よし」の実践方法を伝え、商店主の経営意欲をかき立てながら各地を飛び回ってのが、岡崎まちゼミの会代表の松井洋一郎さん（右写真）です。松井さんは、1968年愛知県岡崎市生まれ。㈱みどりや専務取締役、㈱まちづくり岡崎代表取締役。内閣府・地域活性化伝道師、経済産業省・タウンプロデューサー、全国タウンマネージヤー協会副会長を務めています。
ご多忙の中、商工交流会に駆けつけ、2日目（9月3日）の第3分科会「商店街と地域商業の課題」のパネリストとして参加し、閉会全体会で「さあ、商いを楽しもう！まちゼミの力と可能性」と題して講演していただきます。ぜひ、商いの魂を覚醒させる松井さんのお話をお聞きください。
移動分科会①「まちゼミ」を体感　　―お申し込みはお早めに―
移動分科会①「豊橋まちゼミ視察」は商工交流会初の企画です。「まちゼミ」は、商店街や個店の集客力を高め、商店主自身の経営意欲を引き出す画期的な取り組みとして注目を集めています。愛知県前橋市で始まったこの取り組みは、いまや全国300カ所にまで広がり、発展しています。今回、豊橋まちゼミの会・会長の柴田篤さん＝トライアルビレッジ代表＝が、まちゼミ開催店に働き掛けていただいて、5つの「まちゼミ」視察（別項参照）が実現しました。商店主のみなさんが取り組む「まちゼミ」の様子を間近で体感し、まちゼミの可能性などを交流します。愛知東邦大学地域創造研究所顧問の森靖雄さんがコーディネートします。
【集合】午前９時、「ウェルプラザユメックス」（住所：豊橋市広小路１-１８）５階に集合してください。
【日程】企画や注意事項の説明後、視察先店舗へ移動し、ゼミ視察。視察後、12時に「ウェルプラザユメックス」５階に集合。昼食をとりながら感想など交流します（終了後、全体会会場・愛知大学へ移動します）。
【定員等について】定員20人（参加費無料）。以下、店舗１～店舗５のいずれか一つの店舗に参加していただくことになります。希望者は「参加申込書」の「分科会」欄に「移動分科会①」の記入と合わせて、希望する店舗１～店舗５のいずれかを記入してください。希望する店舗に参加できない場合もございます。
別項（注：店舗名に続く丸数字は、①ゼミのタイトル、②内容）
＜店舗１：ライフ・プラネット＞（受け入れ人数2～3人）
①ゲームで知ろう！世界のお金の流れ

②毎日変動する為替や株式。自分で勉強しようとしても難しい仕組をゲームを通じて知っていただく企画です。知識が全くなくても大丈夫！
＜店舗２：靴修理ラジアン＞（受け入れ人数3〜４人）
1 恋も仕事も”デキる"男に見えちゃう靴磨き
2 テレビや新聞社も取材する靴修理点が教える、10年履ける靴に育てる革靴ケア方法。取引先の社長さんは、意外と営業さんの足元！見ていますよ。
＜店舗３：トライアルビレッジ＞（受け入れ人数3〜5人）
①コワーキングスペースって何？　その活用方法。

②仕事に、勉強に、とても便利なスペース。コワーキングスペースの魅力と活用方法をお話しします。
＜店舗４：cafe&gateaux knohd(ノード)＞（受け入れ人数3〜5人）
①カフェで旅するコーヒー豆の世界

②世界中から輸入されているコーヒー豆は特徴も様々。その違いを比べながら各国の文化や風土に触れる旅をしましょう！
＜店舗５：メガネの杉浦＞（受け入れ人数2〜3人）
1 「知ってるつもり？」遠近両用メガネのお話

2 遠近両用メガネの仕組みや使い方を知って今より使い易く、また使うことに躊躇している方も判断のお役に立てるお話です。必要に応じて体験もします。
移動分科会②
「農商工連携　豊橋レモン＆どうまい牛乳deぷちっと渥美半島」

農業・商業・工業が連携し、地場産業と地元の宝をブランドがブランド地元の宝を生かした「６次産業化」が体感できます。豊橋を中心に、農商工連携で奮闘している河合果樹園と河合牧場を訪問します。地元・豊橋実行委員会（佐久間幸夫会長）一押しの企画で、渥美半島の特産品見学（道の駅）もできて、ご当地名物弁当も味わえます。定員40人、参加費3,000円です。

　河合果樹園（河合浩樹さん）は、皮まで安心して食べられる無農薬レモンの研究に取り組んで30数年。豊橋レモンの名前を全国区へと広げました。地元業者と信頼関係で結ばれ、レストランの食材、ケーキ・クッキー、和菓子からレモン餃子など、河合さんの魅力に惹かれた人たちの間で活用されて人気を博しています。

　河合牧場（河合重明さん）は、20数年前、このままでは畜産農家が無くなってしまうという危機感から、地元畜産農家を中心にＪＡ、地元メーカーと連携。田原市内13軒の畜産農家で搾った牛乳だけで作られているのが「どうまい牛乳」です。「どうまい牛乳」のブランドを利用した製品は、食パン、クッキー、ヨーグルト、プリン、「どうまい牛乳カレー」などへと広がり、後継者問題にも取組んでいます。「どうまい」とは、「すごくおいしい」の意味です。
【集合】午前8時20分　豊橋駅前・豊橋信用金庫お客様相談所前

　　　　午前8時40分　バス出発（9/2 受付で地図を配布）

【解散】午後3時30分　豊橋駅

